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, THE STRONG, 
1BALANCED 
ANTIB~£T!fRIAL AGENT航れた強い抗菌力

3フルマリン
・フルマリンl謙三世代セフェム系のグラム閤盟l謝する唖れ雌薗力
を保持しながら，黄色ブド明楢をは肋グラム閥壇に鵠ゆ薗力を
有する均整のとれ儲性物質である。
IPBP-2をi勝Uこくし』
偏l昨用l誼．慨に親し．その主なものはアレルギ→献と育腸症状で
あっb

・効能・効果ブトつ昂覇畠レンサ聞置畠（鴎却薗を障り肺炎埠薗ペプトストレプトコyカ

スIi.7＇ヨ＂＂〆ラ・カタラーリス．海率直大踊薗クレプシエラ属プロテウス属インフルエンザ薗．

バクテロイデス属的うろ本間悪性車による下·~感推定0敗血症畢控性心向瞳査。外傷....膏
創等の現在性＝次感染。咽噛頚虫縄暁炎質菅宣車，気菅宝鑑彊症の感韓時慢性呼吸器

疾串の＝次感染0腎孟腎炎聞紙会。前立師貴淋菌性原道貴 Oii白う畳ι胆菅責0阻.ま，

骨盤腹臨畳，ダグラス富掴箔0子宮付置器炎。予宮内容韓I骨盤死睦炎乎宮曹薗音岨先パ

ルドJン自園長。中耳世...陸炎

・使用上の注意（ー師櫨粋｝

本剤 の使用にあたっては．耐性薗の発現専を 防 ぐ た めJ軍剛として感受

性を確認し．疾病の治揮よ必要な量少限の期間の投与にとどめるニと．

＠一世的注意（I）ショyクがあらわれゐ釘ぞれカあるので十分な問診計予うニιなお’前に庖膚

反応を実施するニとが望ましい． 位）ショγク尭現時に植草処置加とれる準慣をしてお〈ニムまたl検

与量愚者を安静司覗聾に樺たせ＋舎な観車を行うこと． ＠次回血者には投与しない二と本割前

成分によるンヨ畑町医控彊のある煙者 ＠次の車者に怯投与しない二とを庸剛とす砧e韓民必要と

する場合には慎置に投与するニと本剤師草分互はセフz／..果抗生物質に封L過融宣由民活揺のあ

る患者 ＠生白血者にま慎重に捻与すること （1）ペニシリン果抗生物置に封し過敏症の毘往歴の

ある愚者（2）本人互は問親兄弟に気菅主唱旦発搭陣暗疹等のアレルギー症状を起こしゃすい

体置を有する愚者（3）高度の膏檀害のある患者 （4）提ロ傾取の不良な串者互は非経口嘗聾の患

者．高齢者全身世草田悪い愚者（ビタミンKX王症状があらわれることがあるので観康を＋舎に待

うニι｝ ＠帽互作帽フロセミト曹の判原聞との併用により腎毒性が噛撞されるおそれがあるので

併用する喝会に日曜置に投与すること． ＠副作用 (I)ショック まれにショック定説を起ニすこU'O!>
るので．観東令十分にi'Tい．不怯感口内異常車喧喧股量．便意。耳岨．尭斤帯の症載があらわれ

た場合には投与1'中止するこし（2）過敏症尭滞務麻疹喧嘩蝿赤発熱顔面紅潮皮膚畢寛

異常感等の過敏症状があらわれた場合ti；投与を中止L適切な処置を行うニ＜.(3）膏健まれに

且性腎不全等の宣車1.c'I陣曹がめらわれることカ『あるので。定問的に横査を行うなど盟療を＋分に行

い．異常ヵ＇llめられた場合には。惜与令中止Li直明な処置を行フニ＜. (4）血漉まれ仁無順位草症，

またIときに赤血王将・＇＂ •J; 叫師時＇lH ヘモクロピン減少ヘマトクリアト減よ9 血小板減少又は噌多

があらわれるここ吃あるので 則前売＇~肉 、tLた叫介には投与を中止し適切な処置を行うニじまた

他のセフエム毘'tP刊で五 !lnl木村血君！あ川われるニとが開告きれてL ム但）肝官 Sー〈沿•T上昇，s
GPT上昇が，U とう プル勺，， ヲ，スフヲ 官ーゼ上外 ヒリルヒ J上昇カfiまたまれにγ-CTP上鼻

LAP上昇があ勺われる二，，， ，，，る弓16）消化器 tれに情聴性大問実可の血便を伴う量寓な大崎査が

あらわれること9ゐム向山泊l叫時下酬があ，われた場介に.1.ulJ>1こ投与を中止するなE適切な睦

置を行うニしt舎に，下醐！杭使。またまれ.：：［k ＇~＂ I 服部膨渦感専があらわれることカ＇M. (7) 

皮虜まれに皮膚粘膜眼症院幹俗世vensJυhn骨 n出障群）があらわれるニとがあるので砲療ぞ＋

分に行L異常が包められた場合には投与を中止し適切な処置ぞ行うこと. (8）呼吸器まれに暗

熱I暖耐，呼時国最．胸部X揖異常！傍陵部＂＇＇i等ぞF打開貫性肺揖P町症院群専がめらわれるニ

, .. .，るのでこのような症就があらわれた崎f，，ーは松与を中止L.副腎皮質ホルそン剤の控与等の適

切な処置を行う二し

・薬価基準収竃 •r用法・用量J.その他の『使用上の注憲』については．添付文書をご移照下さい。

［資料簡求先〕塩輔副薬株式会社製品部干町大阪市福島区制 ST目12-4 曾）Iシオノギ製薬
官4.4作成ss2 ~I 大阪南中央E溜惨町 3 I・8苧制

血液・栄養領域のエーザイ製自
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国産初のカルパペネム
カルバペネム系抗生物質製剤 ⑧筆忌

抱ルペ：：；，
点滴用 q.2~0・0.50
CA,RBENIN⑧ 瞳亙~

効能・効果 たはIi治性感染症には、 1日100mg（力価）／kgま

ブドウ球菌属レノサ球菌属、揚球菌属ベプトストレ で増量し3～4固に分割して妓与できる。ただし

プトコカス属プランハメラカ空ラーリス大揚菌 投与量の上限は1日2g（力価Jまでとする。

シト白川ヲ~ー属ヲレフシェラ属、工ンテロパ？？ー属、 〈注射海の調製法〉カルベニン点i滴周0.25g及び

セラチ？属、プロテウス属モルガネラ属、プロビテ 0 5 gを通常100ml以上の生理食塩液、5%7ドウ

ンシア属 シュードモナス属インフルエンザ菌バ 積注射液等に渚解する。ただし、注射用蒸留水11沼
ヲテロイテス属のうち本剤感性菌による下記感染笹 液が等張とならないので使用しないことロ

0敗血症感染性心内膜炎O丹毒、鏡巣炎、リンパ 使用上の注意

管（節）炎Ol!I門周囲踊携、舛i事熱傷・手術創など ｜本剤の使用にあたっては、耐性菌の発現等を防ぐ

の表在性二次感染、骨髄炎関節炎O咽喉頭炎晒 ｜ため、原則として感受性を確認し、疾病の治療上必
喉頭の!Ill）.急性気管支炎、扇桃炎（肩桃周囲炎、 ｜要な量少限の期間の役与にとどめること。

肩桃周悶量痕）慢性気管支炎、気管支盤強症（感染僧） 1一般的注意

慢性呼吸器疾患の二次感染肺炎、防化血症、温胸 (1）ショyヲがあらわれるおそれがあるので、十分

C腎孟腎炎勝枕炎前立腺炎、副畢丸炎O胆費炎 な問t舎を行うこと。なお、事前に皮膚反応を実筒す

坦管炎肝揖編腹膜炎骨盤腹膜炎~ 'Jラス宿 ることが望ましい。（2）シヨ.， 7発現時に教急処置

腹痛円子宮付属器炎子宮内感染子宮奏結合後炎 のとれる準備をしておくこと。また投与後患者を

バルトリノ膜炎筒膜炎C眼目E感染、全眼琢炎含 安静の状態に保たせ十分な観察を行うこと。

眼内炎J「中耳炎；q，‘腔炎化E附主虚漉腺炎O顎炎 r一一一ーー一一一一一一一一一一一．
顎骨周辺の録巣炎 2.1次の患者には役与しないこと ！ 

用法・用量 ｜本剤の成分によるショ J'Jの既往歴のある患者！

成人には通常 パニベネムとして1日1g（力価を2回 』ー一一ー一一一一ー一一一一一一ー
に分割し 30分以上かけて点滴静注する。 3次の患者には投与しないことを原則とするが、特

なお年令・症状に応じて適宜泊滅するが重症または に必要とする場合には慎重に役与すること

経治性感染症には 1日2g（力価）まで畑貴し2回に 本測の成分に対し過敏症の既往歴のある患者

分割lA量与することができる。ただし、成人に1固lg（カ 4次の患者には慎重に投与すること
価投与するti合は60分以上かけて投与すること (1）：カルバベヰム系、ベニシリン系又はセフ工ム系

小児には通常パニベネムとして1830～60mg力価 抗生物質に対し過敏症の既往歴のある患者 2本
・kgを3固に分割し 30分以上かけて点滴静注する 人又は両銀、兄弟に気管支端息、発疹、事麻疹等の

なお年令症秋に応じて適宜増減するが重症ま アレルギー症状を起こしやすい体質を有する患者

(3）高度の腎障害のある患者（4）経口摂取の不良な

患者又は非経口栄養の患者、全身状態の悪い患者（ヒ

空ミンK欠乏症状があらわれることがあるので観

察を十分に行うこと。）（5）高令者（「高令者への役与J
の項参照）

5.劃作用
(1）ショッヲ まれにシヨ ・； 'J症状を起こすことか

あるので観察を＋分に行い、不快感、口内異常感、

時晴、舷量、便意、耳喝、発汗等の症状があらわれた

場合には投与を中止すること。（2）過敏症 ときに

発疹、痩淳、発熱等の過敏症状があらわれることが

あるので、このような症状があらわれた場合には投

与を中止し、適切な処置を行うこと。（3）血液 と

きにa荷量船首多、好僅基球士曽多、血小緩減少又は増多、

赤血球減少、ヘモデロヒンの減少、ヘマト'JI)yト

の減少、白血疎減少があらわれることがあるので観

察を＋分に行うこと。異常が認められた渇合には

独与を中止し、適切な処置を行うこと。（4）肝臓

まれに黄信、また、ときにGO丁、GP丁、LDH、A卜R

γGTP尿ウロビリノーゲンの上昇等があらわれ

ることかあるので観察を十分に行うこと。異常力、腿

められた場合には、投与を中止するなど適切な処置

を行うこと

菟・高令者への役与亙び上1c.以外的使用上回注意は

添付文・'I:ご覧下さい

／言＼ 資科請求先

（~ro) i言詫稽訳書誌
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国産初のカルパペネム
カルバペネム系抗生物質製剤 ⑮害B

nルペ＝レ
点滴用0.250・0.50
日抗基：注射用パニペネム 略号・ PAPM/BP

CARBENI『唱⑧ ~亘亘

l効能・効果］
ブトウ球菌属レンサ獄薗属錫獄菌属ベプトストレ

プトコ yカス属フランハメラ・力ヲラーリス大腸菌

シトロパヲヲー属クレブシェラ属工ンテロパヲヲー

属セラチア属プロテウス属モルカネラ属、プロヒ

テンシア属シュ トモナス属、インフル工ンサ菌、バ

ヲテロイテス属のうち本剤感性菌による下記感染症

O敗血症感染性心内膜炎＇~丹毒錯巣炎、リンパ管
（節）炎（ l!I門周囲!II傷外傷斜傷手術創主どの表

在性二次感染骨髄炎関節炎）咽喉頭炎（咽喉頭

の膿傷）、急性気管支炎扇桃炎（扇桃周囲炎肩桃周

囲損傷慢性気管支炎気管支伍張症（感染時）、慢

性呼械器疾患の二次感染肺炎肺化膿症、温胸「

腎孟腎炎勝統炎前立腺炎副聾丸炎二胆嚢炎、胆

管炎肝膿110腹膜炎骨盤腹膜炎 9'？ラス寓膿傷

。子宮付属器炎、子宮内感染子宮穿結合繊炎、パル

トリン腺炎「髄膜炎C眼寓感染全眼球炎｛含、鰻内

炎） 中耳炎、 富11•腔炎化服性唾液腺炎」事炎顎

骨周辺の蜂巣炎

［使用上の注意］

本剤の使用にあたっては 耐性菌の発現等を防

ぐため原則として感受性を確認し痴再の治療

上必要な最少限の湖問の投与にととめること

1一般的注意

1ショyヲがあらわれるおそれがあるので＋分

立問訟を行うことロなお事前に皮膚反応を実施す

ることが望ましい 2! ：／ヨウ発現時に紘急処置

のとれる準備をしておくこと また投与後患者を

安静の状態に保たせ、十分な観察を行うこと

2. I次の患者には投与しないこと ~ 
1柑 lの成分によるンヨ ，？の既悼のある患者J

3 次の患者には投与しないことを原則とするが、特

に必要とする場合には慎重に投与すること

本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者

4 次の患者には慎重に投与すること

(1）カルパベネム系、ベニンリン系又はセフェム系抗

生物質に対し過敏症の既往涯のある患者 2）本

人又は両親、兄弟に気管支嶋息発疹、幕麻疹等

のアレJレキー症状を起こしやすい体質を有する

患者 3高度の腎障害のある患者（痘姫君識障

害等の中枢神経障害が起こりやすい.) (4）経口

煩取の不良な患者又は非経口栄養の患者、全身

状態の悪い患者（ヒヲミンK欠乏症状かあらわれ

ることがあるので観察を十分に行うこと0)5）高

令者if高令者への投与jの項参照）

5. Eリ作用
1）中枢神経まれに痘!ii意識障害等の中位神

経症状があらわれることかあるのでこのような

症状があらわれた場合には投与を中止する主

ど適切な処置を行うこと 特に腎機能障害や中

枢神経陣害のある患者に起こりやすいので投

与する場合には注意すること (2）ショyヲ ま

れにシヨノク症状を起こすことがあるので観察

を十分に行い不快感、口内異常感端嶋、舷畳

便.耳鳴発，干等の定1主力、あらわれた場合には

投与を中止すること i3過敏症 ときに発疹鐙

淳、発熱等の過敏症状かあらわれることかあるの

て、このような症状かあらわれた場合には投与を

中止し、適切な処置を行うこと。（4）血液 とき

に好酸球増多、好温基球I曽多、血小板r直少又は

増多、赤血球，庄少、ヘモヲロヒンの減少、ヘマトヴ

リyトの減少、白血球減少かあらわれることかあ

るので観察を十分に行うこと。異常か認められ

た措合には投与を中止し、適切な虹日置を行うこと

(5）肝臓 まれに黄信、また、ときにGOT、GP丁、

LDH、副－P,Y-GTP、尿ウロヒリノーケンの上昇等

があらわれることかあるので観察を＋分に行うこ

と異常が認められた場合には、投与を中止する

など還問な矧置を行うこと（6）腎織 ときにBUN、

ヲレアチニンの上昇、フレアチニンヴリ7ランスの

減少があらわれることかある。（7)消化器 とき

に下痢、。唖気、曜日土、食欲不振かあらわれること

がある (8）呼吸揖 他のカルハヘネム系抗生物

質においてまれに発斜、咳徹、呼畷困雛、胸部

X線異常好酸疎憎多等を伴う間質性肺炎‘PIE

痘候喜平等かあらわれることかあるので、このよう亨

症状があらわれた場合には投与を中止し、副腎庄

質ホルモン膏ljの投与等の適切な処置を行うこと

主 用法・用量、高令者への投与及ひ上Kc以外の使用

よの注意は、添付文書をご覧下さL、。

／二＼ 資叫請求先
， 司圃・ 、－－－』・－.‘・・』 圃・－ a・・・． ・」L
(SAN附ロー－ ::ICIC Ii5 －司r9y
γ－・.；.＂ワーー’司 E’ヨE:Z:¥ 'a'·~ 
＼ーー，J 干103東京都中央区日本橋本町3・5-1
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国産初のカルパペネム
カルバペネム系抗生物質製剤 ⑫宰ID

j]j＇！；べ：：：；
点滴用0.250・0.50
日抗基：注射用パニベネム 略号：PAPM/BP

CAR  BENIN⑧橿亙亘E

［効能・効果］

プトウ球菌属レンサ琢菌属揚妹菌属ベプトストレ

プトコメカス属フラ／I、メラーカヲラーリス大腸菌

シトロパヲ7ー属ヲレフシェラ属工ンテロハ？~
属セラチア属プロテウス属モルカネラ属プロヒ

デンシア属シュードモナス属インフルエンサ菌バ

7テロイテス属のうち本剤感牲菌による下記感染症

）敗血症感染性心内膜炎O丹毒蜂巣炎リンパ管

（節）炎＜！III門周囲旗揚舛傷熱傷手術創高；との表

在性二次感染骨髄炎関節炎O咽喉頭炎（咽喉頭

のMiii），急性気管支炎扇桃灸l篇桃周囲炎肩桃周

囲!If事慢性気管支炎気管支鉱張症（感染時慢

性呼吸器疾患の二次感染肺炎肺化膿症腺胸

腎孟胃炎勝航炎前立腺炎副畢丸炎（胆E耳炎胆

管炎肝!Ill 腹膜炎骨盤腹膜炎、 ~？ラス寓旗揚
子宮付属器炎子宮内感染子宮努結合織炎、ハル

トリノ腺炎髄鰻炎「 !U.i:感染全眼諒炎（吉眼内

炎 中耳炎副侮腔炎化根性唾適腺炎L 顎炎顎

骨周辺の鈍巣炎

［使用上の注意］

本田lの使用にあたっては耐性菌の発現等を防

ぐため原則として感受性を確路し痴丙の治療

上必要主最少限の期品物〉役与にとどめることl

1.一般的注意

1）ンヨ，7があらわれるおそれがあるので＋分

主問診を行うことなお、事前に皮膚反応を実施す

ることか望ま しL、＇2.ンヨγ7発現降二拍車処置

のとれる革備をしておくこと また投与後患者を

安静の状態に保たせ、＋分な観努を行うこと

2. I次の患者には役与しないこと ~ 
1本劃lの成分によるショ ，？の既悼のある患者」

3次の患者には投与しないことを原則とするか、特

に必要とする場合には慎重に役与すること

本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者

4 次の患者には慎重に投与すること

(1)力Jレパベネム系ペニシリン系又はセフェム系抗

生物質に対し過敏症の既往歴のある患者（2）本
人又は両銀兄弟に気管支端息発疹葛麻疹等

のアレルギー症状を起こしやすい体質を有する

哩者（3）高度の腎障害の晶る患者l虚怨意識障

害等の中健神経障害か起こりやすいt 4，経口

煩取の不良な患者又は非経口栄養の患者全身

状態の惑い患者ヒヲミンK欠乏症状かあらわれ

ることかあるのて観察を十分に行うこと SJ高

令者汀高令者への投与」の項参同

5 副作用

1中枢神経 まれに虚筆意識障害等の中枢神

経症状かあらわれることかあるのてこのよう主

症状かあらわれた場合には投与を中止するヰ

ど必切な処置を行うこと 特に腎機能障害や中

但神経障害のある患者に起こりやすいのて投

与する場合には注意すること (2）ショ・ノつ ま

れにショ yヲ症状を起こすことかあるのて眼索

を＋分に行い不快感口内異常感端嶋舷量

If君耳鳴発，干等の症秋かありわれた場合には

投与を中止すること 3過敏症 ときに発信燈

信発熱等の過敏症状かあらわれることがあるの

でこのような症状かあらわれた場合には段与を

中止し、適切な処置を行うこと (4）血液とき

に好重量球増多、好塩基疎地多．血小板減少又は

増多赤血球減少、へモワロヒンの減少、ヘマトヲ

リyトの減少、白血球減少かあらわれることかあ

るので観察を十分に行うこと 異常か鴎められ

た場合には投与を中止し、適切な処』置を行うこと

(5）肝腿 まれに黄痘、また、ときにGO丁、GPT、

LOH A卜P、γーGTP尿ウロヒリノーケンの上昇等

かあらわれることがあるのτ観寮を＋分に行うこ

と異常が認められた場合には投与を中止する

など適切な虹日置を行うこと 6腎臓ときにBUN、

ヲレアチニンの上昇フレアチニンヲ ＇）7'ラノスの

成少かあらわれることかある 7消化器 とき

に下痢唱気曜日士食欲不娠かあらわれること

がある 自呼吸器他のカルハベネム系抗生物

質においてまれに発糾啄微呼吸困舵胸部

X線異常好酸球増多等を伴う間質性肺炎、PIE

症候喜平等か晶らわれることか晶るのてこのよう fj

症状があらわれた場合には投与を中止し副腎皮

質ホルモン剤の投与等の適切な処置を行うこと

山 用法・用量、高令者への役与及ひょAi'.以外の使用

上の注意は、添付文書をご覧下さい

／τア＼ 資料請求先

…一一ー－－lSA~TD} ＝膏著書室電量JJ:
＼一一／ 干103東京都中央区日本橋本町3-5-1
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国産初のカルパペネム
力ルバペネム系抗生物質製剤 ⑮害B

nルペ：：：；，
点滴用0.250・0.50
日抗基：注射周パニペネム 略号・PAPM/BP

CARBENINE庭亙国

l効能・効果1
7トウ球菌属レノサ諒菌属牌球菌属ベフトストレ

プトコ，カス属フラノハメラカタラーリス、大腸菌

ントロハ？~－属 7レフンエラ属工ンテロハヲヲー
属セラチア属プロテウス属モjレカヰラ属プロヒ

テJンア属メユートモナス属イJフル工ノサ菌ハ

ヲテロイテス属のうち本間｜感性菌による下記感染症

敗血症感染性心内膜炎丹毒銃巣炎 ＇）ンパ菅

白百j炎匹門周囲11111；舛（需要M句手術創立どの表

在性二次感染骨飴炎関節炎咽喉頭炎咽喉頭

の踊場急性気管支炎扇桃灸i肩i桃周囲炎肩桃周

囲捜1事慢性気管支炎気管支甑張症l感染崎慢

性呼吸器疾患の二次感染肺炎飾化1血症旗胸

腎孟腎炎膝枕炎前立腺炎副宰丸炎胆軍耳炎胆

管炎肝！Jlt腹膜炎、骨盤腹膜炎タフラス寓!JU事
子宮付属器炎子宮内感染子宮努結合織炎ハJレ

トリン腺炎筒股炎l 根寓感染全眼球炎f吉 限内

炎l 中耳炎孟11•腔炎化膿性優液腺炎顎炎顎

骨周辺の銭巣炎

［使用上の注意l

1 一般的注意

1ノヨヲかあらやれるおそれがあるので＋分

主問訟を行うことなお事前に皮膚反応を実施す

ること力、望ま，い 12／ョク発現崎L拍車処置

のとれるJ匹備をしておくこと また投与後患者を

安静の状態に保たせ十分立観察を行うこと

2. I次の患者には役与し主いこと ~ 
1本剤の成分によるシヨ？の既悼のある患者」

3.次の患者には役与しないことを原則とするか、特

に必要とする場合には慎重に投与すること

本音IJの成分に対し過敏症の既往廃のある患者

4 次の患者には慎重に役与すること

1力JレJ、ベネム系、ベニシリン系又はセフェム系抗

生物質に対し過敏症の既往庄のある患者 21本

人又は両続兄弟に気管支鴎息発疹志麻疹等

のアレルキ症状を起こしやすい体質を有する

患者 3高度の腎陣害のある患者＇ I車窓意識障

害等の中抱神経障害が起こりやすい 4経口

伊取の不良＂＇患者又は非経口栄養の患者全身

状態の悪い患者ヒヲミンK欠乏症秋かあらわれ

ることかあるので観察を十分に行うこと か高

令者（「志令者への投与Jの項参照
5. Jilli作用

1中枢神経まれに痘掌意識障害等の中値神

経症状かあらわれることがあるのでこのよう主

症状かあらわれた喝合には投与を中止する主

ど通切ヰ処置を行うこと 特に腎機能障害や中

枢神経陣苫のある患者に起こりやすいのて投

与する喝合には，主置すること 2ショyウ ま

れにンヨウ症秋を起こすことかあるのて位欝

を十分i行い不快感口内異常感附鳴舷畳

便意耳鳴発，干等の痘状かあらわれた場合lーは

投与を中止すること 13過敏症とき仁発疹痩

痔発？4等の過敏症状かあらわれることかあるの

てこのようも；症状があらわれた場合には投与を

中止し適切な処置を行うこと 4血清とき

n子酸路増多好温基疎地多血小板~少又は
泊多赤血球減少ヘモウロヒンの減少ヘマトヲ

リ トの減少、白血球威少かあらわれることかあ

るので観察を＋分に行うこと 異常か~められ
た均合には扮与を中止し適切な虹国置を行うこと

5肝臓まれに黄信．またときにGOT、GPT、

LDH AトPY-GTP尿ウロヒリノーケンの上昇等

が晶らわれることかあるので観窮を＋分に行うこ

と異常か認められた場合には投与を中止する

主ど適切主処置を行うこと 6＇腎績 ときにBUN

フレアチニ／の上昇、ヲレアチニンヲリアランスの

減少かあらわれることかある 7l消化指とき

し下痢咽気唖吐食欲不振かあらわれること

かある 8呼吸器 他のカルハペネム系抗生物

質lごおいてまれに発糾限撤呼吸困磁胸部

X綜異常好酸球増多等を伴う間質性肺炎 PIE

Ii候群等かあらわれることカ、あるのでこのよう主

症状かあらわれた場合には投与を中止し副腎皮

質ホJレモJ酎lの投与等の適切右処置を行うこと

用法用量、高令者への役与及ひ上記以外の使用

上の注意は、添付文書をご覧下さい

／てご＼ 貸刈詰求先

…一一ー－－lSA酬YD)＝藷棺罰昔日
＼斗斗／ 干103東京都中央区日本橋本町3-5・1

94 



ISSN 0003-9152 

AR CHIV 
F込γ

]apα~ni~℃he Cblrurgie 
Bd. 63 Nr. 5 Sept 1, 1994 

第 63 巻 第 5 号

平成6年 9月l日発行

CHIRURGISCHE UNIVERSITAETSKLINIK 

KYOTO JAPAN 

京都大学医学部外科整形外科学教室内

日本外科宝函編集室

③二互三む



国産初のカルパペネム
バペネム系抗生物質製剤 ⑫害毒

苅ルペ＝:1
点滴用0.250・0.50
日抗基：注射用パニペネム 略号＂ PAPM/BP

CARBENIN⑧匿亙翻

［効能・効果l
ブドウ疎薗属、レンサ球菌属、揚球菌属ベプトストレ

プトコyカス属、プランハメラ・カヲラ リス大腸菌

シトロバヲヲー属、ヲレブシェラ属、工ンテロパ？？ー

属、セラチア属、プロテウス属、モルカネラ属、プロヒ

テンシ？属、シュードモナス属、インフル工ンザ菌、バ

ヲテロイテス属のうち本剤感性薗による下記感染症

O敗血症、感染性心内膜炎O丹毒、鋒巣炎、リンパ管

（節）炎CllI門周囲！Ill耳、外傷・熱傷手術創などの表

在性二次感染、骨鏑炎、関節炎O姻喉頭炎（咽喉頭

の服傷）、急性気管支炎扇桃炎（肩桃問圏炎肩桃周

囲！Hi）、慢性気管支炎、気管支広張症（感染防）慢

性呼吸器疾患の二次感染肺炎肺化膿症膿胸l

腎孟腎炎腸脱炎前立腺炎、副豊丸炎C胆嚢炎胆

管炎、肝服llC腹膜炎骨盤腹膜炎、ダウラス寓膿傷

。子宮付属器炎、子宮内感染子宮莞結合総炎 J＼）レ

トリン腺針。髄膜炎Ci~溜感染全眼球炎（含限内
炎）0中耳灸副a腔炎、化鵬性雌液腺炎！ノ顎炎顎

骨周辺の飾巣炎

［使用ょの注意l
本町lの使用にあたっては、耐性菌の発現等を防

ぐため、原則として感安性を確認し、疾病のi告漏
よ必要な愚少憾の矧問の投与にとどめること

1一般的注意

(1）ショッヲがあらわれるおそれがあるので＋分

な問診を行うこと。なお、事前に皮膚反応を実施す

ることか望ましい （2）γヨJ？発現時に教急処置

のとれる準備をしてあくこと また投与後患者を

安静の状態に保たせ、＋分な観察を行うこと

2.1次の患者には妓与しないこと ~ 
1本剤の成分によるシヨノヲの既悼のある患勺

3 次の患者には投与しないことを原則とするか、特

に必要とする場合には慎重に投与するζと

本商lの成分に対し過敏症の既往歴のある怠者

4.次の患者には慎重に投与すること

(1)力）1,.J（ペネム系、ペニシリン系又はセフェム系抗

生物質に対し過敏痕の既往歴の晶る患者（2）本

人又は両親兄弟に気管支端息、発疹葱麻疹等

のアレルキー症状を起こしやすい体質を有する

患者（3）高度の腎障害のある患者（痩恋、意識障

害等の中枢神経障害が起こりやすL、rI (4J経口

領取の不良な患者又は非経口栄養の患者全身

状態の悪い患者｛ヒヲミンK欠乏症状があらわれ

ることがあるので観察を＋分に行うこと ）(5）高

令者汀高令者への投与Jの項参照）

5副作用

(1)中枢神経 まれに僅筆、意識障害等の中枢神

経症状があらわれることがあるのでこのような

症状があらわれた場合には投与を中止する主

ど適切な処置を行うことロ特に腎機能障害や中

枢神経障害のある患者に起こりやすいので投

与する場合には注意すること (2）ショyウ ま

れにショ・1？症状を起こすことかあるので観察

を＋分に行い不快感口内異常感鵬鴨舷畳

便意耳鳴発汗等の症状かあらわれた喝合には

投与を中止することロ（3＼過敏症 ときに発疹趨

底発熱等の過敏症状かあらわれることかあるの

で、このような症状があらわれた場合には投与を

中止し、適切な処置を行うこと (4）血液 とき

に好酸球地多、好塩基球増多、血小板減少又は

I曽多、赤血潔減少、ヘモクロヒンの減少、ヘマトヲ

リy卜の減少、白血球減少かあらわれることかあ

るので観察を十分に行うこと 異常力、認められ

た渇合には投与を中止し、適切な盟国置を行うこと

(5）肝臓まれに黄信、また、ときにGOT、GPT、

LOH、AlP、トGTP、尿ウロヒリノーケンの上昇等

があらわれることがあるので観察を十分に行うこ

と異常が認められた場合には投与を中止する

など適切な処擾を行うこと （6）腎織ときにBUN

ヲレアチニンの上昇、7レアチニンヲリアランスの

減少があらわれることがある (7）消化器 とき

に下痢唱気、咽吐食欲不娠かあらわれること

がある (8）呼吸器 他のカルハベネム系抗生物

質において、まれに発熱、政嚇呼吸困縦、胸部

X線異常、好酸球t曽多等を伴う間質性肺炎、 PIE

l!f.候群等があらわれること力、あるので、このよう主

症状かあらわれた場合には投与を中止し、副腎皮

質ホルモン剤の投与等の適切な処置を行うこと

,x.用法・用量、高令者への投与及ひょ配以外の使用

上の注意は．添付文書をご覧下さし、。

／＝＼  資料請求先

…一一一lSA附 DJ＝膏桔豆電昔日
~ノ 干103東京都中央区日本橋本町3-5I 
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国産初のカルパペネム
カルバペネム系抗生物質製剤 ⑫宰忌

旭ルペ＝:1
点滴用0.250・0.50
日抗基．注射周パニベネム 略号・PAPM/BP

CARBENIN⑧匝亙亘E

［効能・効果1
7トウ疎萄属レJサ球菌属揚球菌属ベプトストレ

プトコ 1カス属ブラJハメラ・カヲラーリス大腸菌

シトロパヲヲー属 7レフシェラ属工／テロバ？？ー

属セラチア属プロテウス属モルカネラ属プロヒ

テンシア鼠シュードモナス属インフル工ンサ薗パ

7テロイテス属のうち本間l感性菌による下記感染症

戸敗血症感染性心内線炎丹毒鋒巣炎、リンパ菅

（節炎庇門周囲損傷外傷・拘傷・手術創などの表

在性二次感染骨髄炎関節炎｛咽喉頭炎（咽喉頭

の膿11），急性気管支炎扇桃炎（扇桃周囲炎、肩桃周

囲!Ill 慢性気管支炎気管支鉱張症（感染時慢

性呼吸器疾患の二次感染肺炎肺化膿症嵐胸

首孟腎炎腸脱炎前立腺炎副塞丸炎乞胆費炎胆

管炎肝服痕腹膜炎骨盤腹膜炎、ず7ラス寓服f事
、｝子宮付属器炎子宮内感染干宮秀結合織炎バル

トリJ腺炎筒鰻炎）眼溜感染全眼球炎（吉眼内

炎 中耳炎劃’腔炎化服性唾滋腺炎C顎炎、顎

骨周辺の鯵巣炎

［使用上の注意l－ 本剤の使用に晶たっては耐性菌の発現等を防

ぐため原則として感受性を確認し疾病の治鎌

上必要な愚少限の期間の投与にとどめること

1一般的注意

1 ／ョヲがあらわれるおそれがあるのて＋分

主問般を行うこと主お事前に皮膚反応を実施す

ることか望ましい＇ 2! Yヨヴ発現時に救急処置

のとれる準備をしておくこと また役与後患者を

安静の秋態に保たせ、十分立観察を行うこと

2. I次の患者には授与しないこと ~ 
l；本剤の成分によるショyつの既往歴のある患者i
－－ーーーーーーーーーーー－－

3.次の恩者には投与しないことを原則とするが、特

に必要とする吻合には慎重に役与すること

本膏lの成分に対し過敏症の既往歴のある患者

4 次の患者には慎重に妓与すること

1）カルハベネム系、ベニγリン系文はセフ工ム系統

生物質に対し過敏症の既往歴のある患者（2）本

人又は両親兄弟に気管支鴫息、発疹、事麻疹等

のアレルギー症状を起こしやすい体質を有する

患者 3高度の腎陣害のある患者（痩到陸軍織障

害等の中枢神経障害が起こりやすい） (4）経口

摂取の不良な患者又は非経口栄養の患者、全身

秋態の悪い患者ビヲミンK欠乏症状があらわれ

ることがあるので観察を十分に行うこと。） (5）高

令者tr高令書への独与」の項参照）

5. 111作用

1中値神経 まれに痩媛、意識障害等の中枢神

経症秋があらわれることがあるのでこのよう主

症状があらわれた場合には、投与を中止するな

ど適切な処置を行うこと。特に腎峻能障害や中

枢神経随害のある患者に起こりやすいので、挽

与する場合には注意すること (2）ショyウ ま

れにシヨノヲ症状を起こすことがあるので観察

を十分に行い不快感、口内異常感目指嶋、舷量

便意耳鳴発，干等の症状があらわれた場合には

投与を中止すること （3）過敏症 ときに発疹、痩

庫、発熱等の過敏症状があらわれることがあるの

て、このような症状があらわれた喝合には投与を

中止し、適切な処置を行うこと。（4）血清 とき

に好酸球噌多、好温基球増多、血小板減少又は

湘多、赤血球減少、ヘモヴロヒンの減少、ヘマトウ

リyトの減少、白血球ilt少があらわれることがあ

るので観寮を十分に行うこと。 異常が~められ

た吻合には投与を中止し、適切な処置を行うこと。

(5）肝鹿 まれに黄信、また、ときにGOT、GPT、

LOH、剤一P、トGTP、尿ウロピリノーケンの上昇等

かあらわれることかあるので観察を＋分に行うこ

と異常が隠められた場合には、投与を中止する

など適切な盟国Eを行うこと。（6）腎健 ときに臥JN、

ヲレアチニンの上昇、ヲレアチニンヲリアランスの

戚少があらわれることがある。（7）消化鵠 とき

に下痢、曜気、唖吐、食欲不振かあらわれること

がある (8）呼吸銭 他のカルパベネム系抗生物

質において、 まれに発熱、政殿、呼吸図書革、胸部

X線異常、好酸球t曽多等を伴う間質性肺炎、PIE

症候群等かあらわれることかあるので、このような

症状があらわれた場合には投与を中止し、劃腎皮

質ホルモン!Illの設与等の適切な処置を行うこと。

主 用法・周畳、高令者への投与及ひ’上院以外の使用

上の注意は、添付文書をご覧下さい。
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